
■ 東岡崎 北口 あ っ 与駅 駅前広場の検討に た ての 条件と基本方針 変更版（ ）  ※変更年 日：月 2008.1.9 ※変更箇所： 「一般項目 車乗降バ 数」ース の基本方針 

項   目 与 条 件 の 内 容 基  本  方  針 

地用  ● 現 地 拡張広場東側へ用 を する 
● 六所神社敷地西 まで 対象 地側 を 用 とする(約8,000 ㎡) 

● 地権者 対 て があ ば代替 地 意に し 、必要 れ 用 を用 する 

駅前広場 
● 歩行者 動線分離と車の  

● 限 地内で 機能 確保られた用 の駅前広場 の  
● 立体化広場を する 

位置・区域駅前広場の  ● 景観形成 考慮 明代を し、 橋 （西 ） 配置側 側 に する ● 所 バ タ シ ペ 地 レ ル 配置要の ス、 ク ース ースを 上 ベ に する 

面積駅前広場の  ● 最低4,600 ㎡以 （上 98年式算定値7,000 ㎡が目標） ● 層式立体 こ で 面積 確保２ 駅前広場とする と 必要 を する 

舎駅  ● 立体 及び 由通路 一体的駅前広場 自 と に検討する 
● 橋 舎化上駅 する 

● 桁下 軌道面までから 6.5m以 建築限界 確保上の を する 

ビル敷地 位置・区域駅 の  ● 景観形成 考慮 配置を し、東側に する 
● 鉄道 地 接 う 配置用 に するよ に する 

● 橋 舎及び 由通路 近接させ上駅 自 に る 

ビル 面積駅 の  ● 敷地面積約2,000 ㎡～3,000 ㎡ ● 調整 つつ 左記面積 確保でき う配慮駅前広場と をし 、 を るよ する 

道路網 
● 堤防道路 対面通行を 南北道路 配置にし、 を する 

● 南北道路と都市 道路岡崎計画 一色線と 交差点 新設の を する 
● 入口 出口 分離駅前広場の と を する 

動 動線処理・ネ トワ自 車 ッ ーク 
● 県道 交通 円滑化 図 め 動 交通 分散させの 流 を るた に、自 車 を る 

● バ ・タ シ 一般 分離ス ク ーと 車の  

● 一般 は名鉄 地 通過 ない車 用 を し  

● 地域 環境保全や公共交通利 者 利 観点 最適なバ 経路及び一般 経路の 用 の 便性の から、 ス 車 を検討する 

● バ ・タス クシ は「 」 入り 「西」 出 もー 東 から 、 から る のとする 

● バ ・タ シ 一般 出入口 分離 （ 線分離 含む）ス ク ー用と 車用の を する 車 を  

歩行者動線処理・ネ トワッ ーク 
● 舎 由通路 ビル 駐 ・駐輪 及び既存商店街駅 、自 、駅 、 車場 場  

連絡 確保との 性を  

● 階 桁下は２ デッキの 4.7m以 建築限界 確保上の を  

● 歩行者通路 ２階レ ル 配置 左記施設間 連絡 歩行者ネ トワ 築、広場を ベ に し、 を する ッ ークを構 する 

● バ ・タ シ バ は２階お び地 レ ルで確保ス ク ー ースへのアクセス よ 上 ベ する 

由通路自  ● 立体 及び橋 舎 一体的駅前広場 上駅 と に検討する 
● 現在 地下通路 付近の の上部 とする 

● 橋 舎 一体的上駅 と に検討をする 

バ ・バ 数ス ース  ● バ 以 （現状量 確保）８ ース 上 の  

● 北口 整備完了時点で 路線バ やコミュニティバ 等 需 踏まえ うえで 南口 機能 分担広場 の ス ス の 要を た 、 広場と を

させる。 

  こ め 現行バ 数 確保 て 策定のた 、 ース を し 計画を する 

タ シ ・プ ル数ク ー ー  ● 15バ ・プ ル以 （現状量 確保）ース ー 上 の  ● 現行バ ・プ ル数 確保 て 策定ース ー を し 計画を する 

一般 乗降バ 数車 ース  ● 可能な範囲内で確保 
● 一般 利 は可能な限り考慮車の 便性 する 

● 障害者 利 考慮の車の 用を する 

そ 他 内導入施設の 駅前広場  
● 環境空間（交 機能 修景機能） 確保流 、 の  

● バリ フリ 対策 実施ア ー の  

● 階 多目的 修景 等 配置２ デッキ上に 広場、 広場 を する 

● エレ タ エ カレ タ等 ついて 橋 舎・ 由通路 ビル内 施設 役割ベー 、 ス ー に 、 上駅 自 、駅 の との  

分担 踏まえてを 今後検討する 

 


